
　学校教育目標

　 目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】
【目指す児童・生徒像】
【目指す教員像】

前年度までの学校経営上の成果と課題

中期経営目標
4 実施率100％ 4 児童アンケートの「分かる授業」について肯定的回答率90％以上
3 実施率90％以上 3 児童アンケートの「分かる授業」について肯定的回答率80％以上
2 実施率80％以上 2 児童アンケートの「分かる授業」について肯定的回答率70％以上
1 実施率80％未満 1 児童アンケートの「分かる授業」について肯定的回答率70％未満
4 実施率100％ 4 児童アンケートの「ＩＣＴ授業」について肯定的回答率90％以上
3 実施率90％以上 3 児童アンケートの「ＩＣＴ授業」について肯定的回答率80％以上
2 実施率80％以上 2 児童アンケートの「ＩＣＴ授業」について肯定的回答率70％以上
1 実施率80％未満 1 児童アンケートの「ＩＣＴ授業」について肯定的回答率70％未満
4 教職員の自己評価で、肯定的回答90％以上 4 継続的な指導が必要ないじめ報告０件
3 教職員の自己評価で、肯定的回答80％以上 3 継続的な指導が必要ないじめ報告１件
2 教職員の自己評価で、肯定的回答70％以上 2 継続的な指導が必要ないじめ報告２件
1 教職員の自己評価で、肯定的回答70％未満 1 継続的な指導が必要ないじめ報告３件以上
4 実施率100％ 4 児童アンケートの「話合い活動」について肯定的回答率90％以上
3 実施率90％以上 3 児童アンケートの「話合い活動」について肯定的回答率80％以上
2 実施率80％以上 2 児童アンケートの「話合い活動」について肯定的回答率70％以上
1 実施率80％未満 1 児童アンケートの「話合い活動」について肯定的回答率70％未満
4 実施率100％ 4 児童の達成率90％以上
3 実施率90％以上 3 児童の達成率80％から90％未満
2 実施率80％以上 2 児童の達成率70％以上80％未満
1 実施率80％未満 1 児童の達成率70％未満
4 実施率100％ 4 児童アンケートの「健康づくり」について肯定的回答率90％以上
3 実施率90％以上 3 児童アンケートの「健康づくり」について肯定的回答率80％以上
2 実施率80％以上 2 児童アンケートの「健康づくり」について肯定的回答率70％以上
1 実施率80％未満 1 児童アンケートの「健康づくり」について肯定的回答率70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 保護者・地域アンケートの肯定的回答率90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上 3 保護者・地域アンケートの肯定的回答率80％以上
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上 2 保護者・地域アンケートの肯定的回答率70％以上
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 保護者・地域アンケートの肯定的回答率70％未満
4 実施率100％ 4 保護者・地域アンケートの肯定的回答率90％以上
3 実施率90％以上 3 保護者・地域アンケートの肯定的回答率80％以上
2 実施率80％以上 2 保護者・地域アンケートの肯定的回答率70％以上
1 実施率80％未満 1 保護者・地域アンケートの肯定的回答率70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 教職員の満足度90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上 3 教職員の満足度80％以上
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上 2 教職員の満足度70％以上
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 教職員の満足度70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 教職員の満足度90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上 3 教職員の満足度80％以上
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上 2 教職員の満足度70％以上
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 教職員の満足度70％未満

他者との人間関係を築く力
を身に付けさせる。

コミュニティ・スクールとして、児童、教職員、保護者、地域の方々がさらに一体となって、誇りにできる学校作りをしていく。
「やさしい子」の育成のために、特別活動の「学級会」のやり方を全学級で実践し、意見が違った場合の折り合いのつけ方を学ばせる。

〇考える子（よく聞き、よく考え、よく判断し、自ら行動できる子）
◎やさしい子（互いの立場や相手のよさを認め合う思いやりのある子）
〇元気な子（健康で、生き生きと活動できる子）

・ＩＣＴを活用した授業を毎日展開
し、児童の学習に向かう意欲を高
める。

学校・地域・家庭が互いに育て合い、子ども一人一人の笑顔あふれる学校
子どもが生き生きと力いっぱい活動する学校
教職員が互いに高め合い、協働する学校

 令和５年度　小平市立小平第三小学校　学校評価計画表

短期経営目標 具体的方策 取組指標 成果指標

学
力
向
上

確かな学力の定着を図る。

・学習規律を確立し、「分かる喜び」
を味わえる授業を実践する。

・週の指導計画に基づき、ねらいを
明確にした授業づくりを行う。
・「三小スタンダード」に基づいた学
習規律、教室環境づくりを行う。

・ＩＣＴを活用した指導内容・指導方
法によって学力向上につなげる。

健
全
育
成

・いじめ防止に向けた組織的な取組
をする。

・全教職員で全児童を指導する。
・専科教員を各学年の副担任とし、
組織的に対応を行う。

・「よりよい人間関係や生活をつくり自
己の良さを生かす特別活動」を校内
研究のテーマにし、やさしい子の育
成につなげる。

・話合い活動を全学級で展開する。
・司会グループを輪番で全員に経験させる。
・クラブ活動、委員会活動、たてわり班活動
でも望ましい人間関係を作っていく。

健
康
づ
く
り

健やかな心と体を育成す
る。

・運動、休養、食事をバランス良く実
践できる子供を育成する。

・休み時間に外で遊ぶことの声掛
けをする。
・給食を残さないことの声掛けをす
る。

・集団活動の中での健康に対する意
識を高める。

・体調チェックシートを毎日提出させる。
・手洗い、うがい、マスク着用、消毒など
を徹底し、集団の中での感染を抑える。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
と
し
て

地域との連携を深める。

・コミュニティ・スクールであることを周
知していく。
・地域の環境、資源、人材等を学習
活動に活かしていく。

・学校だよりやブログ等で周知して
いく。
・地域人材からボランティアを募り、
学習活動に生かしていく。

・ブログの周知を図る。
・保護者の配信メール登録率を100％にし、そ
れを維持する。
・地域の方にもできるだけ多く登録していただ
き、防災意識や危機意識を高める。

・ブログを各学年週１回を目安に、
地域・保護者に発信する。
・危機的状況の際には配信メール
を最大限に活用する。

業
務
改
善
・
働
き
方
改

革

教職員が互いに高め合
い、協働することで、やりが
いをもって働くことができる
学校作りをする。

OJTを充実させる。

・中堅教員と若手教員との相互の授業
参観や授業後の指導を充実させる。
・校務分掌においても、２人以上で教え
合い確かめ合いながら進めるようにす
る。

ICT機器を有効活用し、在校時間を
減らす。

・出退勤システムによって、教員が勤務
時間を意識する。
・ＩＣＴを利用した連絡により集合しての
会議を週１回減らすことで、児童理解や
教材研究の時間を確保する。


